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又
外
國
»
學
問̂
吹
自
國
の
學
問0«

秀
ざ
を
意
識
^
^
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滿
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.
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一
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か
へ
た
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殊
に
名
古
屋
は
東
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道
に
接
し
.ー；文
運
の
_進
歩
に
關
靡
あ
り:^
す
。
か
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<
て
：
東

は

.
純

粹

-^
る
文
學
的
傾
向
を
あ
ら
は
し
、
西
は
政
治
的
傾
向
を
帶
ぶ
、
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は
文
齔
に
此
は
嚴
正
な
り
、
即
ち
人
生
を
離
れ
て
：單
：に
學
問
文
藝
と

■.し
て
取
8

る
も
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.
藍
し
，一
は
太
平
を
樂
み
て
、
鼓
腹
擊
禳
せ
る
に
反
し
て
、

一
は
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窒
の
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微
^
自
睹
し
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、
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慨
禁
ず
る
能
は
ざ
る
に
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づ
る
な
り
o.關

涅
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い

：て
所
謂
文
人
た
る
も
の
伽
藤
宇
萬
俟
、
楫
取
愈
彥
、

.

.加
藤
千
蔭
、
：：村
田
春
海
等
あ
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し
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前
ニ
人
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摩
ら
萬
_
集
時
代
の
文
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を
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究
し
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を
.も
文
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も
.綴
る
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し
と
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、
後
一
一
人
は
む
し
ろ
平
安
朝

Q

歌
文
を 

_

と
し
て
、
そ
の
歌
文
を
作
る
が
如
き
差f

、
關
西
に
暮
勢
の
本
居
宣
長
、
荒
木
田
久
老
な
ど
r
文
を
文
と
し
て
作
り
，
歌 

を
歌
と
し
て
誠
ず
る
ょ
り
も
，
他
に
目
的
あ
み
が
盔
ぐ
、
■む
し
を
國
體
を
論
じ
、
道f

說
か
ん
が
爲
の
和
學
な
りoe
西
に
も
例
外 

:

と
し
：て
文
人
氣
質
の
秋
成
.あ
り9

)

全
た
東
西
ひ
，と
し
べ
智
識
的0-
硏
究
に
從
ひ
し
も
の
：
‘
あ
.る
.が
、
爽
^

:

叢
書(

或
袖
類
書)

を
作
る
冬
の:|
:

坐
じ
、
西
に
は
宣
長
の
如
.

き
文
典
を
辍
る
も0

を
坐
じ
：た
丨>

^

く
麓.
.

の
，
道

：
は

機

.
々

挺 

':
:

に
、
溯
り
て.
そ.
の
頊
を
見
れ
：ば
、
同
じ
：；：

.

5
^

^
 

_

,'
.

>
バ

；
'

.

.

/

今
社
會
思
想
史
ょ
り
見
る
場
合
の
國
學
：に
.
#
ゐ
て
は
歌
文
を
奔
び
*':遊
樂
す
る
者
は
异
ふ
ま
で
も

^

く
 ̂

他
を
顧

:

み
ぬ
奢
も
問
題
：と
な
ち
なS

從
：つ
X
所
謂
士
八
大
通
の」

人.
2

る

村

田

舂

海

泠

：考

證

馨

心

せ

：る/]
>
3
田
興
淸
、
：
：狩
谷
嵌
齋
等

も

唐

な

者

で

は

な

いo

勿

論

そ

れ

等

の

勞

證

や

硏

究

も

屢I

と
無
關
係
とik

ふ
め.
で
は
な
い
。
唯
そ
の
影
響
は
極
め
.て
微
々
た 

る-
も
め
に
過
宫
な
い
？ 

• 

.

，

：



屑
學
の
社•
會
思.
想
史
、的
竄
篛 

六. 

.

.

.

f

l

•
受
•.け
.た
國
學
を
大
成
し
た
霞
本
居
宣
長
で
あ
つ
た
。
殊
に
社
會
思
想
と
し
て
國
學
を
有
力
な
も
の
た
ら
し
め
た
者
は
、 

眞

證

t

ず
し
て
‘、；
宣
長
：で.
.I
:た
o
’彼
が
極
力
皇
室
の
尊
ぶ
ベI

し
た
。.
.そ
の
.影
響
は
頗
る
.大
で
あ
つ
た
。

■

そ

の

繼

が
•如
何
に
大
で
あ
つ
：た
か
は
、
彼
の
，著I

鍵」

が
f

.
起

し

た

有
名
な
論
f
 

..以
つ
て
し
て
f

れ
I

知
f

I

が
出
来
る
？g

し
.か
し
前
揭
の
拙
文I

明
：か
に
し
た
f

に
.、
彼
は
穩
和
な
保
守
論
者
で
あ

々

た
-.
0
雲

李

る

に

當

隹
|

霞

義

的

義

，

實
 

で
あ
ザ
擧
■

あ
：.霉

：
又

當

時

：
の

社

會

狀

態

！

^

•

(

註

:6
河
野
氏
の
分
類
は
大
い
に
參
考
.

に'
な
る
か
ら>
,

次
ぎ
に
揭
げ
て
廣
く。.

.

丨
.、

....-1:

......
 

.• 
. 

• 
- 

... 

‘ 

:....... 

, 

. ■

.

.
-
 

.

.

.

•

.

S
固
有
の
思
想
.を
復
游
し
國
體
_

澈
を
說
ぐ
怎

.

三
ノ
咕
遷
文
獻
レ
を
研
究
す
る
も
の
ー
有
職
派
^
高
田
興
淸-
松
岡
行
義
等
ぐ
ノ
、 

.

.',

.

…

.

• 

■

. '.
パ
，
，

 ̂

^

- 

. 

'

(

.四
'、
：和
歌
を
刷
新.す

る

も

の

：
：
：

:'
-
小
澤
蔵
.壞

：香
川
景
樹
等̂ 

.

.
:- 

に
8

|

若
丄
く
は
_
^
 

I

.

.
ー
形
式
の
方
面
：に
爾
き
を@

く
者
：
杏
衝
へ
國
史
秦
有
—

歌

磬

篆’jliA
J

四

，:

V

.

へ.

;;
'' 
-
,

;

,
 

て
の
廐
別
に
從
べ
ば
社#

思
想
史
上
に
构
ゐ..
で
は
第
—*
の
桫
の
が
陳
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
0
: 

.

.

.

.

.

ン 

-:
'
';
':<

誰
&

#
_

歡

評

：
第
，

九1
1
^

 ̂

- 

$

 

Z

 

■' 

::
:,
;、
H
註

寄
'.
'..
實
褒
の:-
;
.
祺
毘
靈
し
を
反
駁
し
て

)

市
川
匡
氍
が
、
凉
賀
能
比
禮
夂

ぐ

紙

尤
;^
へ_

食
長
の.
沒
後
ニ.
寸
执
年
,,
'

文
政
十1
1
年
に.
沼
出_

義
は
、
級
廣
戶
風」

；：栏 

.
こ
れ
I.
-
 

r
: 

一：
.

■'
■'
し
赏
資
の|?

ぶ.

ザ
る
も
の
に
、
新
庄
宠
，
の

「

萬
識
/

原
田
茁
敉
の
ッ̂

倍
志
廼
風
しC

こ
れ
を
駁
す
る
も
の
に
靜
嚮
義
雑
：の
.
、
迦
浩
志
廼
風- 

丨

辨

要」

' 

が
あ
り
、
姐
田
重
极
は
さ
ら
に
こ
れ
に
练
へ

P
*
「

盹
勝
■

辟
志
霉
露
把
言」

を
作
っ
た)

、
小
秫
文
康
の「

麻
須
美
鏡J
Q
I

芳
野
檢
校
等. 

V
I
:.
の
へ「

辨
鏡
眞
僞
級
長
戶
氣
風
ム
ば‘

齓_

」

グ
馼
す〕

、
#

原
あ
理
©'
■
#

能
救
ぼ
敗
齡“
，等
が̂

:
智
叉

氮

隻

反

對

の_

贬

| |
'
:
,̂
 

:,
:.
'v.
;
る
1
非
葛
花
ド.
^
知
る
。"(

以
上̂

^

藤
岡.
氏
0'
:
ぅ
國
學
史
ト
：に
據
る

)

^

以
，っ̂

. ;
:
,

...... 

ゾ.

ゾ
C. 

:
:
三'-

'- 

M

v:
'
;: ;.
';.

.

‘
 
.
-;
•
;

ぐ.
:>
: 

へ丨：.'

「

.し 

上 

に
 
V.

へ'-
，V..,

.
 

.
,
、

',
:
:■.

宣
長
か
ら
篤
胤
に
移
る
と
そ
の
傾
向
が
著
し
：く
異
な
つ
：て
來
る
こ
:a
は
何
人
も
こ
れ
を
認
む
る
と
：こ
る
で
あ
ち
ぅ
？
宣
黃 

篤
胤
に
至
^
て
如
何
な
る
方
向
に
發
股
し
て
行
つ
た
か
に
つ
い
て
述
ベ
：る
前
.に
、簡
單
に
篤
胤
の
生
涯
を
略
記
し
セ
置
ぐ
必
要
が
あ
ざ
。 

'■
■'篤
胤
の
本
姓
は
大
和
田
ハ
遠
龃
伊
賀
守
家
胤
以
來
代
み
佐
竹
氏
に
仕
益

ー1
十
.四
既
、
：缺
田
下
谷
地
时
に
坐
れ
穴
歲
の
：時

馨

中1

_

暴

ん

だ
0
#
费
は
淺
見
.綱
齋
の
像
統
.を
受
く
る
者 

h
議

遺

言」

：
の
#
者
^
し
'て
知
ら
れ
た
名
細
齎.
_
は
.若
林
强
齋
こ
れ
1
受
け
カ
.小
野
鶴
山
^
傳
ー_

 

.

 

.
:ゅ
だ
-
即
%
山
崎
間
齋
：の
流
れ
：を
汲
む
者
セ#
令
_
篤
胤
め
.生
母
»
柯
氏
说
得
.

<
殘
は
^
^
^
^
^

y

 

V
'
.
:
;

國
學
の
敗
窟
想
史.
的
讀_

'

.'-

. 

:

:

;
>1
:
:
;
:.
.
 

- 

ン
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へ 

'

勝
の
瓧
會
思
想
史.
：

i

意,

；

. 

: 

'
 

一
へX

、

:

■

:
 

十
九
歳
の
時
家
出
し£

戶

果

り

、
泛

世

Q

辛
酸
をI

し
た
。
：大

朵

Q

車
力
I

な
り
、
火
消
人
足
と
も
な
り
、
5

げ
團 

十
郞
忙
仕
へ
.、3

ら

海

じ

て

常

霧

外i

の
坎
夫
と
も
な
,つ
た
と

1
K

ふ
タ
彼
が
か
ぅ
龙8

に
も
耐.
へ
忍
ん
で
、.
そ
I

f

 

パ
ノ
しI

ら
な
ヵ.
つ
た
こ
と
は
、
や
がp

こ
れ
等Q

不
幸
な
論
驗
を
有
用
な
も

Q

と
す
るH

.

役
立
つ
たQ

.

で
あ
るa

 

’
こ
れ
を
宣
裔
の

為
家
k

ま

れ

し

々

ぞ

に

輩

し

た.
の
に
比
較
す
れ
ぱ
替
し
き
對
照
を
な
す
も
の
で
あ
る

o

や
が
て
附
背
の■

風
の
#'
域
を
生

'

ず
名
重.
要
な
原
.
.

因
ft
?

あ
ら
^

ぼ

.：
:.
::.
:.

人
^̂
^̂
^
 

ノ 

'

'

■

,

.

,

し
t

4

.

l

幸
運
が
鴆
胤I

れ
た
p

i

中
松
山
の
藩
主
板
倉
侯\
^

衞
の
養
子
と
な
っ
た9.

寬

政

十

章

、
篤
胤
年
二
十
五
歳
の
.

時
で
あ
っ
，た
。
翌
享
和
元S

十
六
歳
に
し
て
宣
長
の
書^
^

^

古
學
'

に
遭
遇
し
た
o
.
し
かU

彼
は
宣
長
S

銃
を
服
部
中

受
け
たo
g

彼
ば
文
政
穴
年
ズ
幕
何
な
る
露

か

仕

钇
■

，
浪
人
と. 

は
な
っ
た
.が

、'

•彼
の
.亂
學
硏
究
は
愈
々
發
展
し
て
、
名
聲_
ふ
荀
</
な.
，
0

た
ゾ
广
：
^̂

文
政
五.
J

S

.

っ
：て

金

史

裘』

^

屬
Q

I

に
宙
擧
敎
授
を*

託.
さ
れ
、
：
神

川

資

敬

神

職

道
.8

頭
と
t

l

裂

師

職

寒

を

託

さ

れ

た

。
客
 

家
か
ら
はl

i

號
I

つ
たo

i

l

藩
か
ら
招
か
れ
た
。
資

れ
を
辭
し
た
が
、
’後
佐
竹
俊
に
歸
藩
I

ま
れ
、
'
天

保

备J-
;

八
：十
方 

へ 

し
t

こ_

緣

禱

の

懕

迫

は

漸

く

加

つ

て

龙

。
一
；■つ

.1

つ
に
.は
篤
服
の
高
弟
で
ぁ0
た
生
田
道
滿
の
越
後
柏
崎.に
お
'げ
.
.る
驗
亂
％
、^ :
;
府
が
_
を

危

る

貧

カ

な

原

因

で

ぁ

づ̂

ら
ぅ
。

•
 

/•
■-

'•
•
•
 

- 
• 

■

• 

■ 

- 
.
 

- 

•
• 

.

.

.
 

. 

•

. 

.

.

 

.

.

.

終
に
ぞ
0

著

「

大
扶
桑
國
蔣J

は
絕
板
さ
れ
、

天
保
十
ニ
牢
歸
國
を
命
ぜ
^

れ̂

’

か
ぐ
し
て
ぞ
の
翌
ゼ
取
於
保
+
四
氣
亂
九
月
セ

.
.-
+
>
'
-

〉

'.. 

. 

. 

+
•

一
日

、
本
の
鄕
國
秋
田
で
歿
し
今
享
年
六
十
八
歲
で
あ
つ
た
。
#

. 

.

.

; ,
■ 

. 

.... 

パ-
'
'
':

.

• 

, 
.... 

. 

. 

.:ノ
 

' 

.
.-.
: 

.... 
-.
.
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 ̂

.'-

1

'
へ

私
は
篤
胤
に
'つ
い
て
少
し
く
語̂

過
ぎ
た
♦
ぅ
：だ
。：

唯
宣
長
と
此
較
す
る
上
：に
、
.へ
そ
の
坐
涯
を
敘
す
る
こ
と
亦
ま
ん
書
ら
無
用
で
は 

あ
る
ま
い
と
思
つ
：た
か
：ら
：で.あ
る
;0
::宣
長
に
あ
づ
：..て
は
>
儒
敎
？
怫
敎
(0
;偏
狹
な
道
德
觀
を
排
麻
む
，
人

て
近
世$

觀
念Q

:

先
驄
を
な
し

な

が

ら

、

他
方
に
お
ゐて

杏
代
の
記
録
を
言
葉
の
意
味
の
示
す
が
ま
、
に
解
し
、
兎
.角
'の
.解
釋
| :
,

加
ふ 

ベ
か
ら
ざ
る
も
の
：と
し
て

T

爾
の
信
仰
的
態
度
を
有
す
る
に
至
つ
たo
こ
れ
等
の
點
に
お
ゐ
で
は
低
服
^
大
體
こ
れ
を
承
認
す
る
も
の

.

... 

-

.

.

.
•
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.

.

.

.

.

. 

. 

: 

•
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'
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.
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• 
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.

.

，
.
.•

パ-..
.
.

で
あ
：る
。
：：し
か
し
そ
の
態
度
に
著
し

_

く
近
世
的
合
规
主
義
の
傾
尙
が
强
め
ら
れ
て
來
た
點
に
お
や
て
篤
胤
は
宣
長

4

異
‘
な
る
0

', 

次
ぎ
圮
と
れ
と
相
關
聯
す
る
も
の
で
あ
る
が
？
宣
長
k
.

お
ゐ
て
は
:-
1

ま̂
.

と
の
：道」

，
•

は
日
本
に0

み
庇
む
く
猶0

た
もQ

.

で
、
外
國 

で
は
皆
上
齿
が
ら
を
の
餽
來
を
失
な
つ
た
と
說
い
た
^

に
對
し̂

鴆
胤
に
茧
る
と
漸
次
に
他
の
宗
敎
を
も
そ
の
根
源
を
旧

* .

の
神
々
.に

歸
せ
ん
と
す
'る
に
至
っ
た
の
で
お
る
。
そ
の
差.ば
唯1

.

步
か
も
知
れ
な
い
が
、
極
め
て
重.0
^
.
差
乜
_
る
0
ぺ
加
^ '
夺
^
篤
亂
以
後
ざ
&

.

.
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に
發
展
:1
-
て
行
つ
た
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
^ -

ら
&

い
0

.:

か
く
しV

篤
胤
に
お
ゐ
て
は
そ
の
結
集
と
し
て
著
し
く
社
會
的
意
義
が
强
め
ら
れ
、
再
び
所
謂
宗
敎
と
し
て
の
神
道
が
洱
現
さ
れ
た
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.

か
の_

を
里
す
る"
に
至
0
:

た
::
0

こ
め
變
化
は
戈
や
が
て
；わ
が
國
學
思
想
0

變
化.
爸
物
語
る
'1
>

め
セ
ネ
る
。
篤
胤
は
單
に
そ
の
思
想
的
'̂_ 

流

办

：
上

尥

最

龙

活

躍

せ

急

代

表

者

：
の
：
：
一

:

入
ぱ
外
な
ら
教$
:

私
は
以
玉
そ
れ
等
の.變
遷
の'
跡
を
少
し
く
迪
つ
て
、見
た
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想
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、
-■
:
:
て
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'

す
れ
ば
_

l
治
初
年
に
お
け
る
わ
が•思
想
.
§

 I

動
向
を
明
か
に
な
し
得I

t

ぅ
。
：

■

:

:

.

‘
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註
六)

：I

邊

馨

I

人
、
文
政I

一
月一 .1

十

晉

、
卖
l

u

m

f

と_

.

で
|

:

 

み.
1

:

惹

に

：
f

類
■

(

宣
長_

f

處
大
に
：I:

に

御

醫
o

策

r 
I

大
人
I

、
却

玫

V
 

V
. 

9
き

¥

絲

^

り
。

f

 
>

H

は
小
f

 

一
 

つ
な
"
。

^
 

V

 ':^

治

：

v

り
と
雖

も
•皆S1

華
言
葉
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；
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猶
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.
中
世
に
杏
け
る
彼
岸
思
想
に
依
名
神
の
銃
減
に
對
し
て

*
近
世
思
想
は
金
く
對
照
的
な
立
場
に
立
つ
も
の

.
で
あ
.つた
。.

過
去
及
び
未 

.
來

を

結

合.1
>-
て>:
そ
と
、に
因
果
を
認
む
る
中
世
の
思
想
に
員
し

w 

に

移

ル

ゅ

，
く

現

在

に

| |
要

，
點

を

置
-/
、
近
世
的
合
理
觀
せ
近1«:

社
會
組
織
の
靡
物
で
あ.0
た
。
德
川
時
代
に
お
ゐ
セ
も
す
^
に.
1
部
的
で
：は
あ
る
.
が
、
：近
世
的
貨
幣
經
濟
を
營
み
つ
:\
あ
つ
た0
そ
れ

*
 

. 

.

.

.

と
井
に
來
世
に
救
濟
を
求
，む

.
る
彼
岸
思
想
は
漸
次
に
弱
め
，

ら
れ
て
ゐ
た
？
物
質
社
會
の
發
展
に
，つ
れ
て
さ
.ぅ
し
た
定
命
的
因
艰
觀
を
離

_
 

-  

- 

%

脫
ぜ
んi
す
る
傾
向
は
强
め
ら
れ
ク
\'.
あ
0
た
；の
で
あ
名0

,

「

.

''
•」

:
ふ
::
'

:近
世
的
合
理
觀
0
:
1
づ
；の
特
徵
は
定
命
的
因
粜
思
想.か
ら
發
展
的
因
果
思
想
.へ
の
推
^

に
あ
る
。
神
又
は
佛
に
依
#
す
ネ
定
命
論
ば 

何
れ
%：
現
世
.を
否
定
す
る
0.
.儒
敎
は
.そ
：の
實
踐
性
^
現
實
性
と
の
た
め
に
著
し<
合
理
的
倾
向
を
有
す
る0
し

か

.
し

南

宋

學

に

依

る

朱

子C-

陽
明
办
形
而
上
讷
議
論
は
ー.種
.の
次
命
論
を
坐
じ
セS

「

天」

.'̂
か
-'r

天
道」

，
と
か
、「

天
®」

と
^
ふ
も
.
を
®
極
：に
お
ゐ
：

.

.

.

. 

. 

. 

.

.

.
+
•
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. 

- 

. 

: 

- 

.
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.

.

.

.
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'•'
•
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.
‘
、.

.

.
-

:て
認
め;'
:
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;'
--
£
れ
杧
從
ふ''
£.
と
を
以
：つ
て
人
間
の
義
務
と
し
て

'ゐ
炎
:0
:
そ
:.
1>
て
そ
：の
，£天」

士

か「

天
道
^
士
：か
、
会
ふ
も
の
は
、

一

方 

肖
；然
現
象̂

^S

す

洛

節

趣

：
で
：
あ

^
4
共
:̂
:,他

汸*-<
間

§

行

動

を

も

規

定

ザ

る

原

迦

.
で

杏
る
。
從
夕
て
入
類
め
行
爲
に
對
す
る
道
德 

的
判
斷
と
自
然
現
象̂
は
常
に
混
淆
さ
れ
が
ち
で
每
る
。
現
世
，比

.
お.
け
る
人
類(6
運
命
は.
そ.
9「

理
氣
論」 .
，
：に
依0
て
合
理
化
さ.る
、 

■i
共
に
、
與
へ
ら
れ
た
身
分
忆
甘
ん
ず
る
こ
!̂

を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
こ
に
當
時
の
社
會
制
度
を
安
觉
さ
せ
る
理
論
と
し
て
儒
敎
が 

布
用.
I
つ
た
所
以
が
存
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。：

■
’
•：

：

'

r

:
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國

學

衫

豊

怼

想

史
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國
擧
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社
食
思
'渺
：史
..瞅
款
_:
:
.
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'

:

■,

.
彼
岸I

と
し
S

I

Q

西
方
f

說

鏡

世

Q

不

管

慰

む
I

は
役
立
つ
。
又I

l

f

甘
ん
ぜ
し
むt

と
に
も
有 

用.
で
t

ぅ
。
.佛
敎
錄
命
的
で
あ
り
、
入
類
の
物
質
的
欲
笔
を
抑
廊
し
、
現
-#
を

霊

す

る

こ
4

に
依
づ
て
、f

の
不
滿
を
散
圯 

如
む
る
。
そ
の
點I

ゐ
s

f

 
I

效
果
i

a

て
ゐ
た
。
來
世
に
お
け1

2

依
つ
て
現
世
の1

平
を
淸
|

_

法
は

物
質
的
I

暑

の

套

襄

I

時
代
I

奮

l

i

l

 

i

f

れ
等
の：I

l

f

:

認
し
海
な
く
廣
つ
：て

ゐ

た

馨^

5

參
I

しS

人
間
的$

形
式
的
な
道
德
裏
をI

し
、.
も
つ
と
人
間
的
な'
る
-も
の
暴
求
す
る
や
ぅ
に
な
つ
た
の
で
あ

る

。
.
：へ

國

學

は

そ

：
纖

求

に

答

：
へ
ん
；
と

す

る

も

：
の
；
茗
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パ
.
：

從
つ
S

學
勃
興
の
初
め
が
ら
儒
敎
や
佛
敎
を
排
除
蓄
必
養
I

.

た
'
O

I

て

人

間

的

な

、

象

自

然

ち

I

 

i

f

求
め
ん£

た
。
t

老
莊
と
同
じ
も
の
で
あ
る
とJ

批
難
I

け
た
8

1

る
。
殊
に
眞
淵
にI

て

は
自
然
に
重 

.

き

盡

い
|

め
に
：、

「

ニ"
f

の

素

高

い

，
し
かI

f

 

1

0

^

1

,

,

美

宣
.

雰
5

窝

に

客

に

ニ

つ

の

も

の.
が
：奮

れ

て
|

^

^

1

つ
巍
日
本
的
犮
石
も
の^

重
ん
ず̂

^

想

で

あ

る

。
.

.

作
爲
を
否
定
すI

方
は
裹
よ
り
客I

重
ん
ず
る
見
方
で
あ
る
。
か
く
あ
り
た
し
I

へ
、:-
さ

う

し

た

謹.
自

^

I

當

虛
f

す
る
の
i

るo
,

美
し
f

の
意
て
美
し
と
す
る

尚

に̂

と

ま&
ず

と

一

其
铽
ん
は
人

^
あ

ら

む

者

叹

心

に

あ

^
ず
^
い'み
-̂
き

い

つ

は

り

杧

こ

^
あ

れ」

(9
)
士

宏

ふ«>
で 

罪
惡
&
す
る
道
德
的
前
提
.
に_
.
い.
て
、-:

-
'
.
:自
然
に
あ
る
％

の
を
あ
：る
が
ま
乂
に
見
ぬ
こ
と
を
排
席
す

^
の
で.
#
る
^
そ
れ
は
綠
局
あ
る
：が

.

す.

ま
：-4に
.見
厶
こ
と
、
# ,
在
を
菘
在
と
1>
て
是
認
す
る
£
と
に
な
泛
、，
客
觀
を
重
ん
ず
る
近
世
的
合
理
觀
と

1

致
す
る
も
の
で
あ
る
。

.

が
ぅ
し
た
息
想
が
當
時0
經
濟
靈
か
ら
坐
じ
だ
も
の
で
#
る
こ
と
は
、
す
で
に
河
野
省

〖 11

氏
も
指
摘
さ
れ
.
て
ね
る。

：.
'

:

「

元
祿
•事
保
、.
_
^
ぐ
ば
文
：化
*文
政
0 :
語
を
聞
け
ば
、
：
：1わ
た
り
江
戶
時
代
史
を
心
得
て
を
る
も.の
は
何
人
も
1經
濟
的
*
物
質
的 

■.
-
:

觀
念
0
擡
頭
し
て
來
た
時
代
で
あ
る
こ
と
を
、
.聯
想
す
を
で
あ
ら
ぅ
加
ら
、
敢.へ
て
、
多
ぐ
の
實
證
を
提
供
す
る
必
要
は
な
い
が
ブ 

: ;

而

も
.-
'
ぞ
れ
.が
又
、
ー
國
學
と
い
：ふ
思
想
を
鞲
成
す
る

1.:.

要
素
で
あ
り
、.此
の
時
代
思
想
を
背
景
と
し
て4
始
め
セ
よ
ぐ
國
學
者
の：
_

上
 

' 

•

說
o
眞
相
を
知
り
得
る
も
の
で
あ
る
こ

.
と
は
、
餘
な
注
意
に
上
ら
な
い
や
ぅ
に
思
は
れ
る

OJClo)

.
,
パ

:•
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.

一

し
か
し
單
に
あ
る
思
想
が
そ
の
時
代
の
產
物
と
云
ふ
だ
け
で
は
、
一
あ
ら
ゆ
る
思
想
に
っ
ぃ
て
云
へ
よ
ぅ
。
叉
物
質
的
欲
望
が
强
く
な 

っ
た
傲
相
ひ
反
映
ど
だ
け
の
說
明
で
は
物
足
り
纪
い
巧
經
濟
的
發
展
が
旣
成
社
會
の
銮
礎
钇
ゆ
る
が
し
、
從
っ
て
爸
の
社

f

是
認
ぜ 

ん
と,

农
理
論
に#

静
を
藤
じ
、
こ
れ$:-
忙
破
せ
ん
と1.
'

て
生̂
.-

た
も
.の
で
あ
る0;'

絶
0.
;

て
元
酿
期
に#

il
:

淵
の
生
れ
た
の
が
元
祿
十
年
，で
あ
る

一

-

化
政
度
に
お
ゐ
て
盛
ん
士
な
ろ
た
0

で
あ
る
。
叉
從
っ
て
宣
長
よ
り
も
篤
胤
に
お
ゐ
て
同

.
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.
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.
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じ
考
へ
方
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1
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强
化
さ
れ
ざ
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を
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な
か
っ
た
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あ
る
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.
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國
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七
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芩
ぬ
同
氏
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屋
办
原
因
靶
网
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外
部
的
原
因
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分
が
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前
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貤
會
思
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史
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的
觀
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の
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思
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.

.

.
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.

.

.

.

.

.

.

る
？
爾
ぐ
蘭
學
の’
硏
究
の
端
緖
を
得
た
頃
でt
o

..知
ぐ
し
で
そ
の
後'に
お
け
る
議
論
が
客
_

歡

%

し

齡

办
て
來
た/
0
'

と
ぬ
0: 

て
は
多
く
の
例
が
擧
げ
得
ら
れ
る.0
1
1蒲
梅
園
の
獨
：特
の
論
理
.

生
義
や
、
31
:

渺
保
衝
陵̂:「

親
騰.
上
人
の
#|

1
繁
の
杉」
な

7D
.來
か
くQ.

如
き
傾
向
が
、
，す
で
に
述
べ
た
や
ぅ
に
國
學
を
坐
ん
だ
ひ
で
：あ
；る
か

』

'
國
學
自
體
に
お
ゐ'て
，と
の
：傾
|»
3
が
益
々
强
X
 

な
0
て
行
つ
.た
こ
：と
は
當
然
で
あるo

宣
長
に
お
ゐ
で
は̂

代
の
記
錄
を
無
條
件
に
信
ず
る
こ.と
に
傲
0;
で
合
理
的
刺
1
を
超
越
也
：る 

# -
仰
的
態
此
を
生
ず
る
に
至
づ‘た
が
>
.篤
胤
に
お
ゐ
.て
は
や
\
異

な

れ

る

傾

向

を

示

す

に

；
至

，
つ

た

0
わ

が

國I

代

の

.顏

を

そ

の

ま
 

V

に
解
釋
せ
ん

と

す

れ

ば

、

不

合

理

な

.點

の

坐

ず

る

&-

.と

は

免

れ

な

い
0
.も
し
ぞ
ゆ
取
合
理
を_

せ
る
も
0
と
衮
へ
：が
な
ら
ば
、
^

.

.
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れ
：
^

置
長
<2

>

や
ぅ
に
信
仰
的
態
度
に
出
る
か
、
''
'
あ
る
ひ
は
不
可
知
論*

と
な
る
ょ
ヴ
外
に
な
い0'
篤
胤
に
至
る̂

^

匕
ぐ
_
理
な
ど 

沄
ふ
言
葉
に
依
つ
：て
不
可
知
論
的

g

論
を.
な
し
て
は
ゐ
る
が
、
多
ぐ
合
.

理
化
ず
る
傾
向
が.
强
い
。

一
例
を
擧
げ
れ
ば
、
往
古
の
.大
木
に 

つ
い
て
次
ぎ:0,
如
き
0

論
を
な
し
で「

ゐ
る.
0
-:
:

バ
.

：：リ
^

.•.

«

.'
■

.

、

「

さ

溪

地

锴

化
0

。
為

理
0

學
ょ
り
此
を
論
は
む
に0

ま̂
.

此

大

地

：
は

譽

：
に
ー
て

'',
0

其
周
圍
金
泡
み
圍
登
薫
圍
ゼ
沄^

佌
は
實
咚
は
她
氣
の
外
發
せ
る
物
に
て
冷
な
り9也
痛
ぜ
晒
洋
彈
攸
は
シ
濠
氣
章
た
鋳
環
な
ビ
號
け
た
れ
ビ
タ
興
號
究
^
叶
ば
ず
一
是
釦
队 

,
.
1..,
.
 

.

ろ

て

余

は

、
此
を
鑛
圆<
號
：く
、I

神
典
i

f

、
典
f

說
は
、#
史
傳
に
て
.
%
へ
し
、

:

蕾

：に

两

清
1

，

ま
た
_

圍
を
照
徹
し
_

を
蒸
し
ヵ
天
地
の
氣
和
合
レ5
 

.に
て
9
地
氣
の
i:
升
し
て
。
天
氣
に
壓
れ
縮
ま
れ
る
際
をi

:i
沄
ふ
。ヴ
此
は
卿
艰
を
去
こ
と
。
大
約
三
十
町
餘
り
の
處
ょ
り
と
見 

ゆ
0.
そ
は
皇
國
ぬ
て
山
-^
ふ
山
0
中
に
0'
富
士
は
舉
れ
て
高
き
を=0
其
^
 

.1

里
に
足
..ら
ず
と
考
4
に
产
常
忆
霉
あ
る 

■
學
の
社
會
思
想
史
的
意_
:
.
■

1'
;
';(
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學
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胜

會

展

想

史

的

意

義
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W 

ば
。
翥

に

迎

き

故

な
'
I
思S

てg

べ
し
。(

中
S

然
る
■に
皇
■

古

に一
31

を
越
し
て
丈
高
き
。
大
樹
の
有
し
こ
ど
遊
く
意
得 

が
た
し
。
然
I

冷
際
を
過
た
を
高
天
說
。
て
。

W

鐘

i

ま

じ

益

f
 
◊

然
れ
f

此

は

羅

風
S

理
と
稱 

す
る
ィ
理
談
に
こ
そ
有
れ
。
實

ki

然
る
大
樹
の
存
せ
る
こ
と
。F‘史
實
錄
に
昭
々
と
し
て
。./I .
4
ぼ

か

かi
i
4

ハ
い6

奶
# ' 

ず
る
を
何
と
せ
む
。
然
れ
ば
此
は
。
窮
现0:
,垣
を
蹈
破
0.
七
0._填
外
な
る
#
理
|:
'
採
ね
て
®
-̂
ベ
き
事
^
り
o:,
Hi
で
沈
理w1K.

と
.$

、..

ボ

玆

S

5

_

l

i

i

p

t

鐘

U

2 I
I

綜

め

I

チ

i f
!

璧

I

'

髮

导

髡

“

錢

驗
 
I

M

I

g

l

善
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l

s

J f
I f

s

遺

！̂

|

^

1

释

Wす
；：；

み
てr
m

外
な
る
神
现
ま
で
にU

を
飛
し"

邛
を
畏
く
し
、
手
足
を
仲
る
菸
犄
を
尤
、
Tl.
r 

J 

.

.
レ
ま(

1〕

た
及
を;3..
ず
、
唯
に
小
ざ
か
し
げ
に
物
言
ふ
、
1
極
の
純
學
を
添
出
せ
リ
ミ
し
そ5

は
&-
-
-
れ
し

票

流

の

窮

理
I

I

當

德

I

め
な
が
ら
も
、
人
知Q

g

度
を
i

し
た
。
し
か
も
m

v

化

君

I

に
依
つ 

て
そ
の
囊
を
立
證
せ
んm

e

、
镫

q

も
Q

I

へ
方
が
如
何
な
る
方
向
にf

つ
i

つ
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
き 

よ
ぅ
。
彼
が一

挪
の
地
動
說
を
說
へ
た
こ
と
は
有
名
で
ぁ
る
0

3
 

鴆_

以
外
め
國
學
笤
ぁ
っ
て
も
、8

の
傾
向
が
現
れ
で
を 

添 
s

f

、
 ̂
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 ̂
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^
 

i
t
 
^

1

^

 

 ̂
^
 ̂

o

.

.で 

ノ
 

•

ノ

中

ノ

寶

ル

ト

管

事
” k

方
今
ノ
世
ノ
人
ノ
口
グ
セ
ナ
ガ
ラ
、
大
ナ
ル
僻
事
チ
リ
。
^

i :
x :

:
l
ハ
ハ
、
ハ
5 :
0
其
中 

/  

ニ
時
々
少
シ
ノ
盛
衰
ハ
ァ
レI

、
ッ
ヒ
，
ハ
又
漸V

n

隆
t

 

當
■

事

ヲ

中

，
^
ノ

卸

世

ト 

.云
女
。
中
ハ
盛
ナ
ル
意
ヲ
以5

ル
ナ
リ
o
:
心
付
テ
見
ル
ベ
シ
。
然
ル
：ー
ー
裏
者
：々

輩
、
^

へ
ヲ
U

ョ
：リ
、
-

_

ノ
事
ヲ
下

レ
ル
他
ナ
：ド
茇
メ
ル
ハ
、

ョ.ヵ
|フ
ヌ
事
也」

：
^

か
べ
のf

啥
說
は
儒
敎
又
は
佛
敎0
來
世
觀
的
届
想
と
相
反
す
る
も
：の
ヤ
あ
り
、
今
後
把
麗
を
期
待
^

^
考
へ
；方
で
あ
る
ヶ7£
;
 ̂

古
代
に
そ
の
.理
想
社
會
を
求
'め
た
復
古
思
想
は
こ
：
\
に
至
つ
.て
は
'一
變
し
た
と
見
:6
>
れ
ょ
.ぅ
0,
.國
學
の
.基
礎
と
な
れ
る
&
代
汙
究
±'
| 

方

わ
が
-#
室
.

の
：#

嚴
を
呀
か
に
す
る
と
共
に
、
他
方
そ
：の
：

.現
世
主
義
は
益
：々

近
世
的
と
な
：
0
;

>
:

ブ
：つ
：の
發
股
的
歷
に
到
達U
た
わ
け 

で
あ
る
o .

そ
し
：て
わ
が
國0
神
國
-^
^
所
以
に
づ
い
て
は
別
箇
の
方.间
か
ら
|

^ ;
代
^
理
紙
社
#
ま

做

ム

ず

し

て

：
_

^

と

^
|:
'立 

證
せ
_

ず
る
0
で
あ
-0
た
0
せ
の
'點
に
つ
いて
は

後
に
述
べ
る
。
か
く
の
如
き
觀
念
は
そ
の
ま
\

で
は
勿
論
不
完
全
な
も
の
で
は
あ 

る
が
、
，.や
：が
て
近
世
に
お
け
る
發
展
觀
念
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
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X
篤胤

！：：

下
の
高
足
で
あ
る
大
國
隆JE
の
如
き
，は
、
：：：
：V

「

人
は
I

づ
欲
じ
と
思
ふ
心
あ
る
に
ょ
り
、
お
の
れ
を
屈
し
て
人
の
爲
に
な
る
な
り

0
生
業
を
勤
む
る
を
欲
し
と
思
ふ
心
な
く
て 

め
が
.た
か
る
ベ
し
？
其
坐
業
と
ぃ
ふV
の)

皆
相
找
.げ
棍
救
ふ
道
に
.叶
ふ
仕
業
.に

て

阶

か

，
^

^

欲

し

と

思

ふ

心

ば

.か
り
、

'
佌に

；；

％
で
た
含
も
の
は
あ
ら.じ
i
思
ふ
な
り
O.J(
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と
論
-5.
.

て'
ゐ

る
.0

人
類
：の.
發
展
：の
蕋
礎
を
欲
望
に
求
め
；る
；近
#
經

こ

髮

怪

し

むk

足
り
な
び
o
 

..そ
れ
等
に
つ
ー
て
が
锻
に
迆
べ
る;0
'
-.

-

....

‘私
は
宣
長
か
も
篤
瓶
以
後
の
國
歌.に
至
る
變
化
.に
一
一.つ
の
點
を
求
め
、
そ
の
近
世
的
合
理
觀
に
向
ふ
變
化
.の
方
！@
を
述
ベ
終
.つ
た
。

唯
そ
，の
途
.走

u

w

s

f

f

れ
た一

一
個
塞
f

指

摘

し

袋

、
そQ

內
、
日
本
的
U

.

裏

ん

ず

る

.思
想
に
つ

:
:
_
寧
：の
敗
會
思■

的
！ir

..''.  

.
 

/
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；
.
'
:
:
;:
:
人 

.

い
て
は
未
だ
述
ぶ
る
機
會
が
な
か
つ
た
。
‘
し
か
し
こ
の
點
は
神
道
に
關
す
る.觀
念Q

議
と
相
關
聯
す
る
もQ

で
ぁ
る
か
ら
、
そQ

點 

を
明
か
に
.し
た
後
に〗

言
し
よ
ぅ
と
思
ふ
。

h 

,,
1)

-3
ノ 
親

，
，

國

に

浮 

-

p
i I

D
「

ニ
ッ
ニ
理
ヲ
知
ル
ト
ハ
、
现
ハ
道
理

s

理
-
ア
：ラ)

^
:
:物
理
..減
ナ
リ
、
物
理
ト
ハ
、
凡
ソ
物-一
ハ
必
现
ア
リ
、
理•ハ
，木
ノ
击
ク
メ.
 

,

?
'

ナ
リ
ー
、
嘲 

>.ス
ザ
メ
也
、
ト8

逾
錄
為
芑
。
：，
，'

.

:

ノ

'

-

 ̂

天
目
览
物
の
心
を
描
し

p

知
り
得
た
る
人
な
れ
ば
、
士
地
の
目
利
も
木
の
心
も
■能
知
り
て
お
ら
る
、
也
、 

故
に
.§3人
の
植
る
木
も
ょ'く
づ
く
也
、
土
地
と
木
が
聖
人
の
爲
め
に
性
を
變
ゆ
る
に
あ
-̂
'
ず
ノ(「

海
保
靑
陵
經
濟
談」

蒸
昆
談)

'

.
: 

<
註
1

)

':
篤
胤
^
<
#
桑
,
^
下
卷
。.
メ
'-.: 

^

(

註
-JS)

1期
べ
て
'̂
0 '
-
は
上
'

(
上
.つ
て
、大
虛
空
の
，眞
中
に
し
や
ん
と
位
を
定
め
：

5

へ
は
励
く
こ
と
な
く
、I.

宽
に
在
り
爻
右
兖
り
こ
'、

:

く
る
く
と
筹
て
有
る
フ
こ
れ
荽
日
の
清
狀
な
り
’
扭
又
大
地
は
’
其
の
^
^

'■
■
^
.
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■

布
そ
て-

犬
周
り.
一
周
す
る
。
と

セ：
f

 

B

但.
し
此
大
周
の
間
に
、
自
己
の
旋
轉
ぁ
名
、
天
，日

.

に
阅
ふ
時
は
憲
な
し
、
.背
向
ナ

 ̂

,,
■■
:
.
, '.V

 

、
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樹
守
部
は
天
明_

c

一
セ
八
一)

に
生
れ
、
ぎ

和

羅(

一S

 

|
.)

に
：死
す
。；へ
村
岡
狐
嗣
：を1

本
思
紙4
{_

统
.:
!-

>

樹
守
部
，の. 

厚
說」

と
翅
す
る.
論

文

：が
，あ

.
る
9

昆
結
論
し
；て
次
ぎ.の
如
ぐ1
$.

。
：

「

卿
の̂

き

」

た
ち
な
い
で
、
古
典
研
究
の
批
判
的
方
而
を
開
拓
し
た
も

.
の
と
1'
*

べ
く
'.

け̂
^
^
^

.，
^

面
し
.：識

結

論A
；

し
そ
、
上
古
の
道
亦
：ぁ
り
，
繁

逢

た

ネ

の̂
の
：如
含
^
:
殊
に
4|
£
見
で
ぁ
焉
け
だ
^
澌
謂
徘
辭
や
談
隊 

,:

加
.例
分
子
を
游
離
し
て
、
：古
傳
說
の
眞
隨
：を
神
な
が
ら
の
大
道
：に
ぁ
る
と
し

.た
見
方
0
如
き
は
、
少
く
と
も
占
代
人
，の
意
識
の
發
達
せ
る
段
階

V
.

4

す
i

釋
と
去
は
碁
と
す
べ
；く
、：
本
居
が
古
事
記
を
受
i

さ
せ
た
議
I

古
■

即
ち
古
代
思
想
：に
は
，
さ
ら
は
發
_

缉

'ン
人
智
を
以5

り
得
べ
か
ら
ざ
る
不
可
思S

こ
と
、
な'し
た
と
こ
ろ
を
概
ね
稚
辭
や
談
辭
ル
蠢̂

て

、
併

も

本

居

の

か

、
：
る

立

場

の

.

ぅ
ち
に
試
み
た
如
き
苦
心
の.解
釋
を
、
無
視
し
去
：っ
た
如I

の
.も
少
く
.な
い
。
し

(

同
蟄
二
i

丨
六
s
o
h宣
長
の
か
■

に
毁
ず
る
が
仰
的 

'

:

か
ら
少
し
く
獄
的
態
度

ii

移
っ
て
來
た
.も
の
.と

^ :
し
，

シ

、

■'
 

§

’
孝

橘

輩
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『

神
學
間
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八)

大
國
獲
は
初
め
今
邦*中
，頃
厮
之
ロ
を
姓
と
し
た
。
寬
政
四
年
十
一
月
二
十
旮
江
戶
に
生
ま
る
。
明
治
四
年
'
月
十
七

B
沒
す
。

.

'

力
：の
玉
松
操
对
隆
疋
の
門
下
で
あ
る
。
則
用
文
は
1家
訓
し
の一

節
で
.あ
る
0
-1
4
は
朱
だ
同
書
を
見
ず-課
氏
の
著
作
罢
頁
か
ら
引
用
しt
o 

:

隨
1£
に
っ
>.
.て

は
後
に
述
ぶ
る
必
要
が
あ
る
の
で*
敢
て
引
用
し
た
の
で
あ
る0

.

.

.

.
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宣
長
に
あ
.っ
石
正
し
き
道
は
日
本
に
の
み
腐.は
り
、
他
の
國
々
は
上
古
か
ら
そ
の
悔
來
を
失
な
つ
た
と
し
、
そ
こ
に
ゎ
が
神
國
允 

る
斯
以
を
ヵ
說
扁
し
た
の
で.あ
つ
た
。
然

る

に

簠

鍵

る
_

本
を
以
っ
て
藝
の
起
源
とし
、
支
那
も
印
度
も
、
、又

西

洋

袅

.ゐ
て
，

そ
の
代
の
耐
ゃ■

は
日
本
の
神
が
行
か
れ
た
も
の
と
す
る
義
っ
た€

く
論
じ
：て
.ゐ
：る
：
o
:
,

-
y 

'

.
■
裘

信

f

ひ
き
f

汍
た
宣
長Q

遺

譲

Q

思
想
を
震
に
開
展
さ
せ.
又
た
其
の
宗
敎
的
傾2
を
一
蜃
强
調
し
た> 

名
平
田
^
胤
マ
^
る
土
と
は.
如
ふ
ま
で
も
無
か
ら
ぅ
。
宣
;^
の

冲

外

本
.1
1
は
其
の
自
然
の
縣
結
と
し
て
世
报
と
批
热
の
敎
と
を 

:

國
學
め
社
會
思
瀨
史
的
瀘

f
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思
顧
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：的
窟
-義
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:

Jlo. 

% 
ニ
0
ノ 

包
舍
^
な
#
れ
ば
な
ら
ぬ
め
.で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
で
は
國
學
の
根
冰
的
主
張
で
あ
り
宣
長
の
思
想
の
他
の
一
酣
で
も
あ
る
儒
敎 

(
'X
び
佛
B

排
^

^
矛
盾
し
て
來
る
。
篤
胤f
眞
淵
に
ょ
つ
て
推
奪
ら
れ
た
黄
老S

を
捕
へ
て
來
て
、
そ
れ
を
此
の
思
想
に 

>
激
合
:1
1
-
神
の
道
は
吏
那
の
太
古
に
も
傳
へ
ら
れ
た
が
後
に
な
つ
.て
損
は
れ
た
、
黄
巷
の
道
は
其
の
古
に
近
い
も
の
で
後
出
の
需
#: 

:3社
其
の
損
は
れ
：
:̂
^

の
.で
あ
：气
>

し
た
.ぬ
は
此
の
故
で
あ
る0:我
が
0 :
の
道
は
、
^
 ̂

と
い
つ
て
ゐ
る
點
に 

::

於
い
十
眞
爾
に
復
歸
し
た
観
の.あ
る
.

Q

も
*偶
然
で
無
い(

伊
吹
お
ろ
し
；}
0
し
か
し
篤
胤
は
此
.の
支
那
に
對
す
名
論
法
を
印
度
に
も 

^
:

靈

門
澈
を
近
づ
，け
：て
怫
敎
を
遠
ざ
け
た

 

o 

:，*
#
5
v>
^
_
^

^
l:
u
-c
-:
v
^

皆
な
其
の
.土
地
に
ゆ
か
れ
た
日
本
の
：神
で
あ
る
と
し
、

『

萬
國
み
な
大
網
を
ぅ
ち
か
け
て
引
ょ
せ

』

た
の
で
あ
る
か
ら
、

I

方
に
於
て 

.は
儒
敎
i

w

.i
t
'i
''
(
D
^
§
;
J
と
を
痛
擊
す
る
け
れ̂

も
、
.そ
れ
も
根
本
か
ら
邪
な
も
の
で
は
無
いDで
あ
る
か
ら
、
；
我
が
國.の
1H 

し
き
道
を
心
得
.;
^
上
^
そ
れ
ら
0
敎
を
も
知
.つ
て
取
る
：べ
き|:
取
る
が
ょ
い
、
と
い
ふ
や
ぅ
に
な.り
、
.眞
淵
宣
長
の
考
と
背
馳
す
る

傾
向
を
生
ず
名
：

C

入
學
問
答
等)

O
J
C
19
V: 
,

•

■■
'

:, 

-
 

■

; .

.. 

.. 

.

.

.

.
 

. 

.  

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

 

.

し
が
>
必
ず
^
-
も
.宣
長
：等
：の
：思
想
と
相
背
馳
す
る
も.の
で
は
な
い
0
宣
長
の
學
問
的
態
度
が
包
括
的
で
あ
る
、こ
と
は
、
す
？
に
前
曷

拙
稿
の
內
•で
述
ベ
て
置
5
於
0
篤
胤
は
宣
長
の
中
外
本
末
論
を
一
層
擴
充
し
た
者
で
^
る
0
ー：.見
眞
淵
に
歸
る
が
如
く@>
は
^
る
の
は
、

普
遍
的
に
道
を
說
か
ん
と
し
た
か
ら
で
あ
る0.
他
方
か
ら 
一

K

へ
ば
あ.
り
の
±:

\
に
解
釋
す
る
と
云
つ
て
も
、
そ
'

 

だ
け
で
は
F
十
分
で

I

の
：で
*
こ
れ
に
何
等
.か
の
內
容
を
附
加
せ
ん
と
す
る
に
至
つ
た
た
め
で
あ
る
0

一
元
來
わ
が
國
に
於
け
る
國
民
的
意
識
は
早
く
か
ら
形
減
さ
れ
て
•ゐ
た9
か
つ
德
川
睁
代
0
初
期
か
ら
す
セ
に
神
國
思
想
は
發
達
しC

ゐ

た
.
.

今

こ
-:-

>

ヤ

.1

>

#

證
す.
る
必
要
は
な
い
で.
あ
ら
ぅ
。
し
か
し
初
期
に
お
ゐ'て
は
單
忙;0
本
女
よ.
身
國
>
;

萬
國.
に
慑
れ
た
國
と
し
，
 

5

.

識
さ
：れ.
て
ゐ
た
:0
:*

長
等
の
顧
論.
に
侬
っ.
ヤ+;
そ
れ
は
1.

曆
*

認
さ
瓜
て.
來
た
0

こ
：
.

の
思
想
は
さ̂
^
^
^

る
國
が
：扫
本
を
基
本
と
し
て
生
じ
た
-?
).

の.
で.
；あ

名
-<
?
:

な

る
.0

は
自
然
で
あ
：る
。
從
_

つ
て
宣
長
の
日
本
思
想
.を
篤
胤
が
發
展
さ
せ
た
と
見 

.

ら
れ
よ
ぅ
ゾ
儘
敎̂

佛
敎
の
排
斥
が
や
が
て
包
容
と
轉
じ
得
る
の
で
あ
る
。
；.
.

■

傅
が
日
本
人
は
神
の
■子
孫
で
あ
る
力

外
國
人
：は
如
何
-1
>

て
出
來
た
の
か
、
又
は
大
名
持
少
彥
名
神
の
子
孫
か
^
异

ふ

問

^
對

し
 

て

次

ぎ

の

如

ぐ

答

へ

.
て

ゐ

；A
 
0

-

_

'

「

夕
國
の
人o

初
め
は
皇
國CD
j
n

に
、
そ
：の
傳
な
け
れ
ば
知
り
が
た
し
0
:

然
れ
ど
も
、
す
べ̂

、
外

國

タ

の

人

ど

も

の

’

皇

國

の

人

乞
 

:

比
べ
て
は
、
へ
形
貌
も
異
に
、^

よ
な
く
率
賤
く
見
ゆ
る
に
つ
け
て
考
ふ
る
に
、

.

ま
づ
漢
國
の
古
傳
に
、'女
媧
と̂

ひ
け
る
女
、̂

土 

を
搏
め
て
人
と1

茯

；ま
た
繩
絚
を
泥
中
に
引
い
て
擧
げ
て
人
-<
?
:
爲
サ
る
が
、
貴
人
ほ
そ
の
黄
土
の
化
れ
^
な

り

ク

馨

は

.經

を

1
ン 

て
に.
弓
^

て
爲
れ
る
人
な
り
と
袞
ひ
、
そ
の
西
の
：

.

國
に
て
も
、'
人
の
初
め
妨
、
：

「

天
神
の
塊
を
轉
め
て
爲
れ
る
な
ど
皇 

■
V

に
常_

國
々
の
人
草
の
初
め
は-

斯

在

こ

と

に

.
ズ

成

り

怒

 

そ
：■

神
と
い
ひ‘
：ま
た
女
媧
：爱

芩
 

.

一
其
傳
ふ
^

ヵ
.

や
が
て.

大
名
持
少
彥
名
橄̂

御
群
の
刺
に
坐
す̂
.'
»

.
如
此
異
な「

る
名
に
云
ひ.
傅
へ.
た

る

に

も

有

る

べ

し

'
、
/
速

铜
 

'■
■
佐
男
命
の
御
言
に.
.

皇
國
を
殊
さ
ち.
に
*

#

卿
子̂

.

ぬ
こ
と
は
論
ひ
な
し
、
然
ば
あ
れ
ど
"

假
令
塊
を
搏
め
て
爲
れ
る
に
も
あ
れ
.

、
產
靈
輙
の
產.
靈
に
よ
り
て
成
れ
る
こ
と
は
、
‘

こ
■れ
ま 

た
論
ひ
な
ぢ
し(

2 0)

：
.
.
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:
.
.
;
;
:

へ
へ
：
；
；
.
'

-:
國 

'
:
も

>.
'ブ
七
：V
'。
な 

)

s

'
-;

か
く
て
外
國
入
も®
騷
神
の
所
產
と
し
て
、
こ\
に
わ
が
古
傳
說
に
結
び
つ
け
ら
れ
る

O

そ
し
て
そ
れ
等
の
外
國
人
は
祌
の
子
孫
に 

あ
ら
ざ
る
故
に
、
下
つ
國
に
坐
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

■.地
球
ば
圓
形
で
あ
る
か
ら
、
何
れ

4
!

上
と
し
、
何
れ
を
下
と
す
る
か
解
ら
な
い 

が 

>.天
地
の
分
る
る
所
以
を
見
れ
ば
明
自
と
な
る
。
又
そ
の
證
據
と
し
て
は
、
支
那
に
あ
つ

’て

は

堯

の

時

杧

供

水

宏

っ

て

三

+.
苹

も

苦
ん
だo

西
涕.
に
お
ゐ
て
は‘「

能
安
欢」

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

ノ.
ア
の
み
洪
水
を
免
れ
ノ
今
_

の
西
洋
人
は
ノ
ア'
の
子
孫
で
あ.
る
と.
ー
石
ふ0

時
代
を
考
へ...

れ
ば
、わ

が
；！
：

代
の
宋
に
當
る
。
然
る
に
わ
が
國
に
洪
水
の
記
事
は
，な
い
。
わ
が
國
に
近
い
朝
鮮
に
も
な
い
。
安
那
は

「

人
¥1
の
絕
ゅ 

る」

程
で
は
な
か
つ
た
？「
い
か
に
、
皇
國
を*v.萬

の

頂

上

な

り

主

芎

ふ

說

，
の

.、
>
^
凑
^

广
そ
の
.議
論
が
明
る
幼
稚
で
あ
々
、
荒'唐

：
で

あ

；
る

こ

.，と
'は
こ
'.
;に
.：1.

A

論
中
る
.必
：
要'は
な
い

o

唯
す
べ
无
0
國
2>
.
_
說
の
起
源
を
.日
本 

に
歸
せ
し
め
や
ろ
と
す
る
結
架
、
帮1>
.い
無
；理
を
坐
ず
る.の
は
业
む
.を
^

^
い
こ
：と
で
あ
る9
そ

：
の

無

理

な

淺

薄

な

.る
論
；理
.を

以
<>
て 

一
應
.人
を
^
て
納
得
.せ
し
^
ん
と
し
た
こ
と
が1
國
擧
そ
の
も
の
に̂

つ
て
^

^
し
ろ
害
^
取
つ
た
。
^
0 ;
こ
と
^
後
述
す
る
^
^
が 

あ
^
ぅ
/0
同
じ
：こ
と
が
前
述
の
如
く«
擧
そ
0
も
の
に
懂
敎
や
佛
敎
は
勿
論
、
キ'y
ス
ト
敎
の
思
想
さ
へ
取
容
れ
ら
れ
、

(

22)

又
^
陽 

真

®

ざ

べ取
容

れ

：ら
：れ

て

、

C23
J
益

：
々

煩

雜

化
.さ
れ
た
の
：で
あ0:た
0:
;し
，か
し
そ
れ
は
結
局
白
本5:
'
神

國
<?
:
1>
.て
'萬

國

の

：
上

^

あ
る 

と
琴
ふ
こ
i
fc
'
、
：國
學
を
義
礎
と
し.て
：
理

論

づ

け

ん
i
し
：た

た

め

に

外

な

ち

^

,:.

が.
义
日
本
を
邀
本̂

す
る
考.
：
へ

方

は

篤

胤

の

^

下

広

茧

つ

て

1

層

擴

大

■(
D
:如
べ
考
ふ
で
.
：
、..
, 

' 

-
ン

.,'-

.
'パ
:,
'

.

:

.
•
:

二
：
 

- -
.
-
V
.
-

.
;;-
.#儒

：は

伊#
儲

:#
_

铃

|神

、
曾

：て

議
 

大

地

：の

最

初

に

成

就

し

、

天
：孫
の

'

H<

降
以
來
::
'.
?

皇
祚
無
窮
に
聯
綿1>
て
天
地.
と

共

に

悠

久

な

り

，
、

實

に

萬

國

0

塞

本.
た

：务

に

論

な

1>
:

、
；
故£

卷
.

の'
事

實

を

言

繼

ぎ

^
^

•*.

て
へ
：た
.石
$
と
ノ
皇
國
の
.古
說
よ
り
精
し
き
は
無
ぐ4
又
：皇
_
の
：古
說
よ''
:
0,

眞
な
る
は
無
；.し
、
海
外
諸
蕃
の
國
も
亦
各
史
宫
を
立® 

事
實M

記
す
：る
#

な
.る
を
以
て
、.：.外

國

歷

史

ル

亦

極

め

て

：
多

き

こ

：
と

.論
な
き
な
奴
”
犖
如
文
一
字̂

其
ふ
者
：の̂ 

逾 
y

中
'#
以
後q

こ
と
な
.る
を
以
て
ク〗

太
^

の
.
こ

と

を

記

す

に

は

 

> 
皆
是
れ
备
其
國
々
に
て
古
よ̂
言
傳
へ
た
る
こi
を
採
摭
し
て
、

V
此
：を
書
に
.筆
す
る
よ
り
他
な'き

.<
^
>
、̂
：
、
外

國

は

镑

皇

國

の

旣

祀

成

れ

名

後

£

,'
'
;漸
々
潮
泡
凝
結
び.て
土
：地
と
俄
れ.る
：所
；农
れ
拔
ノ
其 

:糊
國
0
晚
含
こ
と
固
よ
り
：論
は
俟
ざ
る
な
り̂
故
に
太
^

の
事
實
に
至
り
て
枯
、
：外
國
の
古
說
觀
る
に
戾
る
者
^
し
、
' 然
り
と
雌
ど 

.
克
^>

外
國
4
亦
其
其
最
初
は
少
彥
名
の
造
り
し
所
な
れ
ば
、
：其

數

多

の

ま

中

1
1
1

眞
說
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
A

其
謬
多
彥 

を
奈
ん
^

:?
>
.す
る
こ
'と
無
し
ご
.

(

.2
4
0

.
■,

:

:

'

::.
,

.

-v
'
,.-
'
■，
、
ベ

 

' 

' 

V
-
.

かy

し

て

：彼

は

篤

胤
^
同
じ
く
諸
外
國
の
傳
說
を
檢
討1>
ズ
ゐ
る
0,信
淵
に
あ
.つ
て
諸
外
國
は
少
彥
名
命
に
結
び
-0

け

ら

れ

る
。

1

^ : 

し
て
彼
;(
0.か
ズ
0
如
ぎ
日
本
主
義
は> '

:

;

ノ
；
 

V パ

: -
;

?

て

.
、

.

rr
f

ハ

へ

：
.
' 

'ベ

。

I '
-

-

.

:

,

:
「

皇
大
_
國

は
--
:>:大

地
の
最
初
に
成
れ
る
國
杧'b
,て
世
撂
萬
國
の
根
本
な
ち
：
故
：：に
能;:
<
其
根
本
を
經
緯
す
る.
|
は

::
;'

則

垒

世

界
 

n
悉
ぐ
郡
玀
と
爲
す
べ
く
、'萬
國
の
宭
長
皆
臣
僕
ゼ
爲
：す
や
し
？_

て
神
世
の
古
典
を.稽

る

培

：'所
レ
知
：# :
.海
原
激
之
八
首：
® 

t

也
^:

.

は

，
皇

祖

伊

邪

那

岐

太

神

：の

'速

須

佐

之.男
命
S

依
し
賜
ふ
所
f

‘

齡

胁

か
_
:

1 :
5|齡

£ :
5 :
s :
^

£

s> 

坐
を
安
ず
る
は
、
最
初
よ
り
皇
國
に
生
た
る
者
の
要
務
.た
る
こ
^J

を
知
る」

(

25)

. 

. 

. 
：

; :

.

か
く
し
て
•彼
の
海
外
發
展
論
を
生
じ
た
。

「

世
#
萬
國
の
蒼
组
を
濟
救
す
る
は.極
て
廣
大
の
事
業」

.で
あ
る
か
ら
、
先
づ
萬
國
の
地
理 

亂
學
の
社
會
思
想
史
的
意
義.
.
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學
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形
勢
を
明
辨
し
て
、
世
界
銃

一

に
向
ふ
べ
き
こ
と
を
出
張
し.て
ゐ
る
O
C26
,

)  

>

佐
#

4

淵
と
间
じ
傾-

^
:
,

を
な
し
た
客
は
大
國,

正
が
あ
る
。
唯
結
論
に
お
ゐ
て
信
淵

Q

如
く
帝
國
主
義
的
震
を
明
白
に
は 

5E
51
せ
す.

1

鋪
の
£
£
國
^

に
發
展
し
た-:
°

そ
の
日
本
を.
萬
國
の
長
と
な
す
點.に.
お_
ゐ
；
_
て
は
篤
胤
\>
信
淵
等.
と
變
■り.

.̂
な
，
.
ハ.o
:

,̂

?
?: 

'
日
本
0

灾
皇
は
萬
國
に
君
た4

べ
^

で
あ
扠
、
：他
國
ね
君
主
は
將
軍
ど
同
列
に
置
<;
ーべ.
ぎ
で
あ
る
と
論
ず
る0.
;:
:
-
ム

，

「

さ
石

I

帝
國
の
ぅ
ち
に
、
夺
こ
の
日
本
國
の
天
皇
の
み
、
神
代
よ
I

銃
を
つ
た
へ
て
お
は
し
ま
す
な
り
。
さ
れ
ば
こ
の 

^
本
陸
の
天
皇
を
世
界
の
餽
王'̂
し
て
、
萬
國
よ
り
仰

ぎ

たて

ま

つ

る

こ

と

*
.
.
ま

こ

と

に

理
の
當
然
な
りa

し
か
れ
ど
も
、
こ
の 

說

、
.
萬

國

に
ゆ
き
わ
た
ら
ず
、
ー

國に
て
I

ベ
な
は
ぬ
國
あ
f

 
S

、
ま
づ
、
日

本
か
ぎ
りQ

私

說
と
し
て
、
き

の

け

お

き

、 

蘭

：.
一
同
に
、
こ
の.說
に
、：
し
た
がふ
時
を
ま
つ
べ
き
な
り
。
し
か
れ
ど
も
、今
條
約
の
く
に
ぐ
に
よ
り
、
あ
ら
た
め
て
、日
本
の 

;天

老
.

■
國
> 
の
國
f

同

尊
„

し
、.1

大

樹

公

を

臣

下

の

.列
に
、
：
t
し
て
、：

交
は
ら
ん
な
ど
い
ふ
i

t

ば
，
.日

本:  

、
掘
冲
め
/A

r.

き
、
^
名
べ
か
ら
文
天
峯
を
ぱ
至
尊̂

し
て.

さ
し
お
き
、
屑
>
の
國
主
^
、.
^

が
大
樹
公
^
、
間
等
の
：疇
を
も
て
、 

交
.

o
.

た
ま
ふ
こ
と..
.
的

當
-

U

い
ネ

ベ
き
な
り
。
即
今
お

の
づ
か
ら
，
か
く
の
如
::
^
な
れ
^

は
、
上
天
な
る
上
帝 

造
物
^

の
1

»
 々

よ

り

、
：
：
は

：
か

も

ひ

た

ま

：
へ

る

.之
と
な
る
べ
く
お
ぼ.
え
た
り
タ
こ
の
法
は
日
本
人
が
た
く
執
1;
て
改
む
べ
か
ら
ず0」

:
っ 

そ

の.書
農

應

：三

年

と

推

定

し

得

る

序

文

S

し
て
ゐ
'
る
。
そ

の

年

に

は

す

で

に

：大

政

奉

還

：が

實

現
さ
れ
灰
.の
で
I

が
、
こ
め
'こ 

と
は
少
な
く
占
も
彼
の
理
想
と
す
るf

ろ

で

はな
か
つ
た
わ
け.
で
あ
るo 

: 

-

|

彼

着

本

を

以

つ

V

萬

國
0
上
.に

立

：つ
：も

：

s
i
し

て

：
最

も

神
0
高

み

：多

き

國

裏
.し

た
0
:
，
勿

論

日

本

を

最

も

奢

：れ
た
る
國

a
な
し
た
者
は
嗔
に
國
藥
者
ば.か
り
で
.な
く
、
儒
者
そ
：の
他0
戰
に
.％
こ
'れ
を
.紙
見
す
.る
と
と
ば
闹
難
で
於
い0
<28)
';
;'し
か
1>
特
.に
國 

學

客

間

に

.そ
の
信
念0 ;
:(

强
か
つ
た
匕
と
は
當
然
で
ぁ
る
o
從

つ

て

常

に

樂

无

敗

綠

論

‘

到

齋

じ

奴

ち

で

ぁ

つ
た
こ
と
む
又
止
む
を
得

な
れ
。

:
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ノ.
.
'
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.
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.
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ハ
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.
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N

ぐ:

-'
;
:-:
'
:

:'.
.
.
'
',

;
篤
胤
が
外
國Q

.

交
易
を
浓
む
3
脱
以
を
說
明
し
て，
、：.
:

-~
|
然
る
^ :
、：：•外
國
人
ど
も
CD
'-、
.な
き
手
を
出
し
て
測
考
べ
、
日
月
に
な
ら
べ
て
い
み
じ
ぎ
^'
ひ
に
一
其̂:
騷
ぐ
は
、/を
か
1>
き
事
汰
れ 

ど
も
？
.其
は
外
國
人
ど
も
は
、'そ
の
.產
物
の
：少
く
て(

普
く
萬
國
に
交
易
せ
で
は
，̂

^
國
用
に
乏
し
き
故
に̂;
交
易
2>
.:爲
に
諸
國

に
® :

る
を
、.

海
路
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
他
國
に
往
く
こ
と
能
は
ず
？

§

を
の
海
路
を
知
る
を« ^

と
ず
る
な
り0.

丨
.

然
る
に
皇
國
は
萬
：

一
.

-

.

國
の
本
祖
國
な
る
が
故
に
萬
物
滿
足
り

P
、

其
が
上
に
望
ま
ね
ど̂;
外
國
々
の
產
物
を
ぱ
、
ノ
餘
り
ぁ
各
ま
で
貢
來
る
、
四
海
0 :
宗
國 

な
る
故
に
、<
外
國
人
も
鎖
す
る
國
と
稱
せ
る
如
ぐ
、。
異
國
に
船
妝
を
禁
餘
泛
？

し

^

^

と
宕
ひ
、
-.

-叉
信
淵
ぱ
ぞ
0.海
外
討
征
を
主
張
す
る
に、
.'
 

,

:

. 

V
:  

.
- ;:

.
「

%
夫
萬
國
の
地
.理
を
詳
に
し
て
我
日
本
全
國0 ;
形

勢

を

齋

す

る

"
に

、
'，赤
遨
の
.北

三

十K ，
お

り

起

.
て

霞

十

双
畠 

土
壞
肥
沃
、
萬
種
の
物
產
悉
く
滿
溢
せ
ざ
る
こ
と
.無
ぐ
、
四
邊
.皆
大
洋
に
臨
み
、
海
舶0

運
漕
其
降
利
な
る
こ
と
萬
國
無
雙
，
地
：靈 

:
.に

人

傑

に

し

：
で
：

>:
:勇

決
他
邦
忆
殊
絕
し
，
 

と
し
て
、
此
神

.

#

の
雄
威
を.
以
て_

爾
た
る»

夷
を
征
せ
ば
、
世
界
_
を
混
同
し
て.
萬
國
を
統
ー.
せ.
ん.
こ
と
、
何
の
難
：き
こ
と
.
か.
ぁ
ら
ん.
哉
^

30)

 

と
嬅
め
て
；勇
_

名
緒
論
^
到
達
も
ズ
ゐ
ー
る
タ.

ン
.

/
 

::

國
學
の
瓧
會
腐.想
.史
的
窟
義
. 

.

一

I.

五
.

, 

o

g

o



.

.
 

. 

-
ノ
 

ー
1 iv

.  

(  

s
c)

.

•

同
じ
流
を
汲
む
覽
も
日f

他
腐
々
よ
り
優
れ
た
國
と
す
る
。
そ
れ
が
故
に
外
國
と
交
參
起
る
と
物
價
が
髙

く

な

つ
た
の
で 

あ
.る
と
て
、
次
ぎ
の
如
き
議
論
を
し
て
ゐ
る

O  

, 

、
 

：

'

「

H
本
人
は
日
本Q

'

外
國
よ
I

さ

れ

含
I

よ

き

ぶ

べ

き
I

。
羅

f

 
S

Q

波
I
f
し.Q

ぎ
て
t

わ
た
る
、
ゴ

«

フ
ク
レ
ン
、
サ
ラ
サ
ノ
ヵ
ナ
キ
ン.の
た
ぐ
.ひ
は
や
す
く
，
日
木
に
て
ヴ
く
る
*

ハブ

タ

、へ
、

チ

リ

メ

ン

、
キ
ヌ
，
モ

メ

ンに
い
た 

る
ま
で
、
日
本
に
て
の
ぅ
り
か
ひ
-
い
と
た
が
P

P
こ
れ
に
つ
I

も
、
R
本Q

絲
、
わ
た
、
萬
國
に
す
ぐ
れ
て
よ
ぎこ

と

をし
る

 

ベ
ぎ
な
り
。
金
銀
銅
鐵
の
た
ぐ
ひ
、
米
穀
の
た
ぐ
ひ
、
み

馨

の

あ
.た
ひ
I

れ
认
。
紙
、
漆
、
油
な
ど
の
ま
さ
れ
？

と
も
、
今
、 

日
本
國
中
の
中
み
な
し
り
て
あ
る
な
り
。
支
那f

着

り

く

を

も

鬆

見
.る
に
、
實
用
の
品
は
、
大
か
たV.
 

H本
の
も
の
に
5
れ 

り
。
し
か
れ
ど
も
、
無
用
の
文
物
は
、̂
I
T
>
 

t

日

用

の

 

.
品
は
、

」

日
本
I

ば
ず
、
I

l

f

、
：
支
那
S

れ
り
。
日
f

の
ゐ
な
が
ー
らE

て
、

こ
れ
：を

く
£

く

る

は

、
、
窘に
よ 

り
で
な
り
。
匕

空

で

は

、'R.本
相
場
に
，
‘日
本
の
も
の
：や
す
か
り
し
な.̂
。
、
交

易

に

よ

の

、

今

は

萬

國

o-
相
場
、
わ
か
い
し
ら

本
© 1

^
，

い
.よ
-
^
た
か
ぐ
な
：る
べ
き
：
'な
；0
0
>(

31)

’ 

V彼

：は

攘

夷

を
*

K

攘
夷
と
小
攘
夷
と
に
分
か
ち
、
小
攘
夷
は
戰
爭
に
依
つ
て
擊
破
す
る
こ

.

あ
り
、
大
攘
夷
は
戰
は
,

ノ
て
邊
也 

1

1

と
.で
I

。
：.彼
.は
n
本
#
:
傳
こ
そ
萬
國
公
法
で：
.

皇

字

|

從
せ
し
が
る
|

嘉

想

£

た
ダ
即
ち
大
擻
夷
ゅ「

天
地
：4
道
理
を
も
て
>
.

お
し
つ
め
、
か
れ
よ
り
ハ
ふ
公
法
を
く
じ

き
、
そ
0

端
を
ひ
：ら
き
、
時
の
至
る
を
ま
つ

」

.

こ.
と.
で
あ.
る
0.

從
0 .

て.
こ
'

に
外
國
と
通
事
る0

ほ
ノ
こ
(0

意
味
の
大
攘 

l

.

i

手
段
s

l

g

で
f

 

o
g

信
f

軍
事
的
I

論
.に
^
^

し
か
し
彼
は
單
に
平
和
的
手
段
の
み
を
說
い
た
者
で
は
な
い
o

g

i
 

に
は
.矛
盾
す
名
部
分
が
甚
だ
多
い.が

、

C

 

X

で
そ
れ
等
を
論
ず
る
餘
裕
も
な
く
、
又
必
要
も
あ
る
ま
い
o
唯
最
後
：に
彼
が
金
銀
等
を
貯

.

-

 

.

.

.

.

 

.

.

 

.

.

.

.
'
. 

,
 

•
 

•
 

.

.

. 

‘，：.
 

■
:
•
•
-
• 

.
 

.

こ
.-

藏
す
る
必
要
を
福
べ
、.そ
し
て
軍
事
の
充
實
を
說
け.る一

節
を
紹
介
し
て
置
く
。

「

今
よ
り
.の
ち
、
日
本
に
は
金
銀
銅
鐵
の
た
ぐ
ひ
を
多
く
ほ
り
い
だ
す
と
も
、
外
國
へ
か
な
ら
ず
わ
た
し
給
ふ
べ
か
ら
ず
、
新
井
君

美
が
五
事
略
に
、
諸
金
を
外
國
ベ
わ
た
し
給
ふ
ベ
か
ら
ず
と
い
へ
る
は
、
萬
世
か
け
て

.よ
く
も
い
ひ
お
け
る
忠
言
と
い
ふ
べ
し
、
朝

廷
に
て

も

そ

の
言
に
從
ひ
た
ま
ふ
べ
し
，
彼
へ
は
な
る
ベ
ぎ
た
け
わ
た
し
た
ま
は
ず
、
彼
よ
り
は
な
る
べ
き
た
け
み
つ
が
し
め
給
ふ

べ
，し
.：
：
.
：
，.あ
る
人
.い
ふ
、
金
銀
を
ほ
り
い
だ
す
は
國
カ
を
減
す
わ
ざ
に
し
て
、
よ
ろ
し
か
ら
ず
と
い
へ
り
、
.お
の
れ
こ
れ
を
わ

き
ま
へ
て
い
は
<
、
ほ
り
い
だ
し
て
外
國
へ
わ
た
す
と
き
は
、
國
力
を
：へ
ら
す
わ
ざ
に
あ
た
る
べ
し
、
ほ

(

り

い

だ

し

：
て
%■
異

國

へ

わ

'
た
さ
ず
、
：朝
家
©
府
庫
に
こ
め
：お
き
給
ふ
と
き
は
、
國
カ
は
か
：へ
b
:
て
充
實
一
し
：で

お

り

：ぬ

べ

し

、
そ

の

ぅ

ペ

^

^

を

む

ね

と

つ

か

は

し 

民
か

め
、
大
名
小
名
諸
氏
に
ま
で
ふ
れ
し■ら
し
め
、
金
銀
を
た
く
は
ひ.お
ぐ
ベ
ぐ
、
ヾ
か
な
ら
ず
外
國
へ
わ
た
す
べ
か
各
ず
と
つ
た
べ
た
ら 

‘ん
に
は
、
よ
し
や
し
の
び
に
わ
た
す
も
の
あ
り
と
.も
、
そ
れ
は
非g

の
も
の
に
し
て
大
義
を
わ'き
.ま
へ
た
る
^
の
は
わ
た
す
ベ
か
ら 

ず
、
わ
た
す
を
發
覺
し
て
刑
法
に
行
な
は
れ
た
ら
ん
に
は
、
非
_
の
も
の
も
、
お
の
づ
か
ら
つX
し
む
.べ
し
、
又
：̂
寇
防
l

s>
た
め
、 

す
べ
て
軍
事
へ
かX
り
て
は
吝
に
す
べ
か
ら
ず
、

つ
か
ひ
て.上
き
こ
と
..に
を
し
ま
ず
つ
か
ひ
、
外
飾
す
ベ
て
實
な
き
こ
と
に
徙
に
赀 

國
學
の
社
#
思
想
臾
的
意
義.
 

.二

七

.

C
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七
：
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べ
國
學
の
社
會
思
想
史
的
窩
義
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ー1 
八，
.
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C

 

1
.

1
A

>

す
べ
、か
ら
，サ.*
_儉
約
を
ま
も
り
て
、
國
を
宠
實
せ
し
む
べ
ぎ
な
り
ご

(

33)

爾
金
思
想
の
一
種
と
も
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
•
が
；
信
淵
の
富
國
策
と
か
な
り
の
簾
を
荷
し
な
が
ら
}

|

の
根
底
に
同
じ
流
の 

存

す

る

こ

為
I

ら
れ
る
で
あI

。
何
れ
も
日
本
をS

M

f

裳

Q

震

と
I

、
外
f

屈
從
t

s

l

l

本
と 

し
.

日
本
自
體
の
富
陵
强
兵
を
策
す
る
。
そ
し
て
兩
者
と
も
鎖
國
論
者
で
は
な
か
つ
た

0

卜

，
.
' 

,

(

註-1
.

九

馨

窘

吉

、
文
學
に
現
は
れ
た
.

る
我̂
^
 

 ̂

.

.

.

.

へ
パ
驻
 r
.

l
o
:v
,-
1

靈
能
眞
柱』
上 
o- 

.
 

:

'

,
 

、

•

,
'i
l ニ p

 

同
上
、.下
。

£

三)

應
I

神
滢
キ
リ
ス
ト
敎
の
霧
を
か
な
り
多
く
受
け
て
ゐ
る
こ
と
が
め
ら
れ
る
。
村
岡
典
嗣
段
に

「

平
ゆ
篤
胤
の
神
學
に
於 

け
る
耶
蘇
敎
の
影
響

」
(

前
揭
同
氏
著
、
ニ
九
七
頁
以
下

〕

.參
照
0
' 

. 

ン
？

:.f
:;:x

,

: s.

一'

同
著
^

M
观
策」

上
。
ぐ

，

：

，

：

'

:

ぃ

■

1

;0

谓

信

浩

安

::
:
1
ー
定
生
ま
れ
、
嘉
永
三
部
に.死
す
ゾ
^
^

V
i
- 

.

:•
•
. 

•-
 

.:-
: 

.
.

.

—
I

 

七 f

 

大
國
隆
IK
•
ィ
新
眞
菌
論
.，..
.
:■
.
 

.

.

. 

一
 

‘■

.

(

註
ー
一
八

>

 

.

導

安
S

云
ふ.
。「

抑
日
本
のf

南
北
の#

f

れ
る
に
や、
I

s

 

,•
■.
 

I

ぐ
、I

多
く
し
で8

を
種
ふ
る
の
地
廣
し
。
國
土
又
勝
れ
'

て
肥
良
な
れ
ば
、
'

1

8

の
：類
、
物
と
し
て
成
長|

る
は
な
ぃ0

ほ

r

^
こ
^
の
‘外
に
か
乂
る
上
國
は
な
し
と
ぞ
聞
克
侍
る̂
^
濃
業
全
醫」

序〕

。.
：.

.

■“
，，

': 
.
 

V
- 

'.
.西
川
如
見
は
一
衣
ふ
。
，
：

「

然
則
日
本
風
水
要
轡
之
好
萬
國
最
上
也
。
，
號

蝨

安

國

1者
要
§髮
固
之
儀
也
。
號
~細
^

; 
'
住h

乎
浦
安
之
大
城1

備
ご
乎
千
％
武
德1

而
永
久
與
ご
天
地

〗

無
レ
窮
矣
。
此
民
者
神
明
之
裔
孫
而
此
道
者
神
阴
之
墉
訓
也
。
愛

I〗

淸
淨
潔
白
，
i

l
質 

,

素
朴
戴
”者S

仁
®

之
道
而
智
自
足
也
。
是
此
國
自
然
神
德
也
。
豈
不
&

哉
。
し
q
日
本
水
土
考J

V

■'  
. 

' 

; 
'
 

ぎ

4

靈
能
鼠
柱
し
、
：
下

。

へ

■

*/
.

-
;
_
ーー0)

',
'
:-
1混
同
祕
策」

、
序
。
 

’ 

v:
:r:.-
.

へ

窗

ロ
-

’新
眞
公
議
、

：
：

:
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'

'

，

(

註S
1
D

 

.同
上
。

'
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'
'
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…

:
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三
三
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大
斲
隆
正
.1金
坑
辨
、
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V
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TT:

:

.以

上

、
猫

せ

大

體

：

M

長
以
降
に
お
け
る
國
學
思
想
の
變
遴
を
述
べ
て
來
た
。

一
方
近
世
的
合
理
思
想

Q
.

發

展

：に

從

ふ

と

共

に

、

.他

方

.神 

國

思

想

に

«

っ
，て

國

民

的

精

神

を

高

揚

し

た

o
殊
.に
異
國
«
渡
來
に
依
つ
て
生
じ
た
社
會
的
動
播
は
後
者
を
有
力
な
も
»
と
し
た
o
そ
：
 

の
た
め
に
動
も
す:
^
ば
前
清
を
：液
湖
す
る.や
ぅ
な
方
向
に
流
れ
き
ち
で
あ
っ
た
。
殊
：に
前
述
し
た
や
ぅ
に
、
そ
の
哲
學
に
內
容
を
與
へ 

A
と
し
：て
種
々
^
る

說

文

援

：用

し

た

灰

め

に

-、
，
却

っ'て
荒
唐
無
稽
の
議
論
：に
陷
っ
た.0
又
弹 

> て
H
本
主
義
を
主
張
せ
ん
と
し
た
が
た_
 

:
 

め
：化
.ク
却
<)
.て
淺
鴻
な
逨
信
的
議
論
に
墮
し
た
點
も
少
な
く
な
が
っ
.た
。
^
か
し
そ
.の
日
本
主
義
は
時
代
の
要
求
に
應
じ
、
そ.の
f
 

を
完
全
1?
1.果

し

た

羞

罢

七

も

：ょ

い

。：：.
，

.'

.
 ̂

k

;

國
學
の
.紙
#
思
想
史
的
意
義.

'

.《

ム
1办
>
:.



國
學
の
社
直
想
史
的
意
義
 

3
d 

J

O

 

 ̂

■殊
に
そ
の
使
命
を
艰
た
す
に
當
っ
て
、

*

平
田
篤
脱
の
如
き
は
最
も
適
當
な
人
物
で
あ
っ
た
。
前
述
せ
る
如
き
彼
の
盡
は
宣

長

の

如

 

き
文
化
人Q

な
し
得
ざ
る
き
ろ
I

し

と

げ

卷

た

。
彼
S

鋒
は
そ
0
敵
£

し
て
頗
る
鋭
い
。
彼Q

霧

を

B

時
に
何
人
も 

氣
の
つ
く
こ
と
は
、
彼
の
罵
晉
の
痛
烈
な
こ
と
で
あ
A

J

こ
_
4
指
へ
奴
西
行
法
師
を
批
評
し
て、
.

「

然
名
西
行
法
師
が
撰
集
抄
忙
も
。

)

慈

惠

大

師

の

：
さ

奮

の

：

o
經

誦

た

暴

.か
4

駿

に

有

難

く

。
か
き
間 

? ^
る
\
.儿
游
し
て
"
’物
も
覺
■委

秦

た

り

タ

装 

へ
ば
o
何

と
-:
?
)な
き
.事
に
も
廣
を
落
す0
:允
ょ
り
泣 

'■
顧
の
；法

響
_

 

■雙

有

べ
I

。
此

外

の

妻

に

も
.
か
、
通

I

I

貴
げ
に
記
サ 

又
狩
野
掖
齋
が「

本
朝
度
量
衡
软」

を
駿
せ
る
一
節
に
、

.「

^

上
-'
.lc擧
げ
た
る
。
吾
が
先
師1

を
廣
め
し
說
に
て0
.
.霉
上
.に
霜
を
置
た
る
物
と
宏
べ
し0
然
れ
ぱ
^

、

ば
々
f

て
榑
み
て
。
美
ひ
出
る
時
にo
心
に
黯
ら
ず
と
も0

本
居
翁
說
に
と
て
。
上
件
の
師
說I
.
づ
擧
て
？
次
に
今
の
自 

f

出
さ
む
に
は
o
況
て
其
光
映
の
^

^
む
を
。
P

か

も

。
.
其

意

合

の

說

は

襲

ひ

取

り

て

o  

_
說
の
如
くこ
れ

を

著

し

。

其

： 

意
I

ざ
る
o 

:
ま
た
偶
に
誤
れ
る
說
を
見
出
て
は
。
ロ
を
極
め
て
”

め
き
へ
る
は
。
此
人
ま
た
，
今
世
囊
學
者
の
，
生

呑

活

剝

 

至
ら
ぬ
所
な
く
。
人

馨

馨

現

に

竊

し

て

。B
が
f

な
し
。
雲

■

と
稱
す
る
影
を
。
免
擎
と
ぞ
思
は
る。」

8
 

.
S

で
あ
冬
？
I

講
說
の
場
合
に
は|

蜃

友

力

殊

如
き
社
會
狀
態
に
あ
っ
て
は
、
多
く
；の
靑
年
間
に
勢
力
を
搏
る
に
荷
利
な
武
器
で

 ̂

0

こ
れ
等
の
事 

情
か
ら
平
田
派
は
王
政
復
墓
動
に
大
な
る
力
と
f

、
S

;
又
明
治
縦
新
後
の
政
界S

'か
く
實
際
運
動
と
.
結
：び
つU
と
共
に
：、I

層
國
擧
田
心
想
は
攘
夷
田
心
想
と
解
さ
れ
、
偏
狭
な
も
の
と
思
は
れ
る
や
ぅ
に
な
つ
た
。
し
か
，

し

上

述

し

た

點

で

も

明

か

で

：あ

る

：
や

ぅ

.に
ク
生
な
る
：阈
擦
者
は
決
し
て«
國

論

者

节

栻

な

；か

つ

*
0
,又
ー
そ0
近
世
的
合
理
衡
か
ら
す
る

. 

• 

■ 

. 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

, 

. 

' 

. 

.
.
.
.
.
.

 

.

.

. 

.
.
.

も
、
，.攘
夷
を
#
要
：と
.し
.な
か
つ
.た
の
で
あ
る
0
外

國

人

ょ

り

優

簿

ホ

あ

：
る
：
こ
；
：
と

そ

主

張

：
す

海

が

.、
私

 

る
こ
と
は
し
，̂

か 

つ
た
。
む
し
6
こ
れ
を
包
含
せ
ん'<
?::̂
^

、
唯
こ
>.に

注

意

す

：
べ

き
_
論
が
あ
る
。
^
机
は
:0
本
人
は
神
裔
で
あ
り
、
優
秀
で#
る
， 

從
つH

純
潔
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
蕃
族
た
る
異
邦
人
の
血
を
混
べ
て
は
な
ら
ぬ
：と
す
る
考
へ
で
あ
る
。
即
ち
.民
族
的
純
潔
さ 

■%
維
持
せ
ん
.
.とt
る
の
：で
あ
る
o :

そ
れ
に
.は
外
：國
と
の
交
際
を
絕

き
が
そ
の'
一'
人

で

；
あ

る

。

C
39
V

彼
：は
延
喜
以
後
の.遺
府
使
靡
止̂

論
じ
てH
 

. 

.
 

V。
へ 

ぐ'
，

.

■■
:「

か
，く
て
'ま

だ

世

を

歷

る

：ほ

ど

.に
、
：
さ
ば
か
り
多
かm
:

つ
る
赛
別
：の
丧
人0
>
其

名

き

こ

：
え

た
^
が
.漸
に
少
く
な
り
て
、
今
の
世
に 

は
お
ほ
か
.た

き

：こ

え

ぬ

：が

ご

と

な

り

ぬ

る

も

-:
/'
其

氏
^
の
姆
の
-̂
多
べ
は
絕
亡
せ
た
り
レ̂
る

べ

し

、

，ょ

し

や

其

遺

り

た

ら

む

も

、

;又

共

氏

：を

換

て

他

氏

に

入

て

あ

&
む
も
、
多
く
の
：世
の
歷
ぬ
名
 

お
ほ
か
龙
失
せ
淸
，
 

ま
衫
た
り
け̂

^

む
、
：‘そ
も
く
上
古
は
殊
な
る
趣
あ9

て3

:

外
國
ょ
b

i

6:
^

!o
:事
セ
も
^

泰
ら
せ
そ
、
そ
れ
選
び
てと
り
用
ひ 

:

‘
さ
せ
給
ひ
た
&

け
る
中
に
は
、
善
か
ら
ぬ
事
は
た
ま
じ
て
ら
.
ざ
：る
こ
；と
え
ず
な
む
あ
り
け
ら
し
、
さ
れ
ば
^

^

近
む
か
し
ょ
り
外
國 

.

,

人
一
をぱ
、■

い
、た
く
遠
退
け
給
ひ
；て
、
旣
；に.i

許
か 
>
.
ぶ
り
て
長
崎
ノ
津
ま
で
、
參
渡
來
なる
、康
土
於
蘭
陀
の
國
の
商
船
のほ
か
に
は
、 

海
遽
に
だ
乂:1
)
寄
.せ
給
は
ぬ
ば
か
り
の
令̂
為
り
ぬ
る
拟
、，あ
な
か
し
こ
、
叉
さ
ら
に
た
ふ
と
く

-

め
で
た
き
御
政
申
な
る
べ
し0」

40) 

摘
學
の
社
-#
:®

想
^ :
的
意
義
：
. 

'

H.
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r
H
l
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ロ

ー

ニ

ヽ

三H

 

ノ 

し
'か
‘じ

こ

薩

論

は

實

際

に

は

何

等

麗

，
せ

ず

1|

つ
.

Q
.

民
族
例
運
励
と
は
な
ら
衣
か
つ
た
。
唯
異
爾
人
を
！禽
歡
視
し
、
哗
賤
の
者 

と
見
た一.

般.Q

通
念
を
强
.め
た
.に
過
ぎ
な
い
®-血
液Q

純
潔
i

保
た
-̂
と

す

る

麗
^

要
は
一
f

な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し 

兎
にC

.
こ
れ
は
國
學
の•純

理

論

か

ら

發

生

し

得

る

一

つ

の

兒

解

で

，
あ

つ

た

。

'か
ぅ
も
た
鐵
國
論
以'外
に
も
、.國
學
の
：影

響

奚 

に
；養

免

考

：へ
；て
ゐ
た
背
も
嘉
に
は
齋
し
少
な
く
な
か
つ
た
ら
ぅ
。 

例 <
;ば

崧

倉

興

轉

遙

げ

靈

蠶

：
の
，
如

き

は

そ

.の

著

名

海

名

，

一：
人

：.で

あI
O

.

し
か
し

麗

思

澈

は

發

展

す

る

に

つ

れ

て

、

世

报

勺

 

に
.向

ひ
.

「
，

叉

近

世

的

；に

な

.
つ

て

行

つ

た
。
そ

し

て
- ^

治

維

.新fc
お
ゐ
て

尊
主
の
實
を
擧
げ
得
た
の
で
あ
る
o

從
つ
て
新
政
府は
國

擧

思 

ノ
想
I

く
制
度
の
改
韋
を
直
多
に
實
行
し
た
タ
神
祖
官
制
度
金
設
け
、
廢
佛
毀
釋
が
行
は
れ
た

'0
學
制
に
.お
ゐ
て
も
國
學
が
欺I

.る

' 

A傾
向
が
あ
.
.つ
ち
.
C4L)

平

田

派

，
の

國

擧

者

は

勢

ヵ

を

得

た

:.
®

し
か
し
そ
れ
.は
一
時
で
あ
つ
た
。
間
も
な
く洋
寧
の
勢
力
が
急
激
な
發
.. 

.展
を
な
レ
て
”」

 ̂

 ̂

 ̂

^

'の
'.
:で
务
る
：:0
.
.へ.
.

.V  

'.
.
. 

\

一
倒
寧
田
港
は
上
述
の
如
べ
近
世
的
遝
澈
で
あ
つ
た
。
然
る
に
そ
の
近
世
的
意
義
を
徹
底
的
に
賞
く
暇
の
な
い
中
に
、
實
際
運
動
の

 ̂

崖
.攘
_

動

:£
口
流
し
た
。
從
つ
て
客
観
的
態
度
を
す
て
V
'

主
觀
的
に
流
れ
た
o
そ
：し
て
國
擧
蓋

；內
部
に，.
お
.ゐ
て
.は
合
理
.思
想
の完 

圣
f

 
§

を
見
'な
い
内
に
、
外

部

か

ら

取

入

れ

た

煩

瑣

な

、
そ

し

て

.
偏

狹

I

敎

思

想I

つ
て
と
れ

を

形

式S

ん
と
し
た
。
か: 

4

狀

輝

に

達

て

：
は

到

底

西

洋

思

想

裳

：世

的

合

：理

；

^

の

敵

で

：は

な

か

つ

た

。

±

述

の

如

く

す

笤
 

幽

主

義

を受
容
れ
る
素
地6

あ

つS

が
思
想
I
.

西

洋
思
想
を
熱
烈
に
受
容
し
たの
|

然
で
ぁ
っ
た。

§

^
^

は
そ
の
使
命
0

1
半

を

明

治

維

新

に

依

っ

て

成

就

す

る

.

.y

共
に
、
他

の一

半
は
こ
れ
を
西
徉
思
想
に
讓
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
.
.-::

-
。
;•
.'■
:
',

>
“
：
 
'

，
；''

;

: ノ 

..
;
;
:マ
':
:::

-禱
 

r

v

:

へ
-

:.
;

.>
;
:

'

.

5
 

-
へ

；
.
. 
一
..，：

V
V
.
.

. 

,

. 

,

:

:
>

 

こ 

：

.：

. 

:

' 

‘ 

(

註
ヨ
四〕

■
平

田

篤

胤1古
今
妖
魅
考
S 
ニ
？

c
_

a

o

.

i

:

律

田

发

符

吉

氏

が

，篤

胤

.

の
：
佛

敎

攻

擊 

'*
‘

‘
>

儒
者_:
の
：間
に;%
我
が
國
と
：い
ふ
藤
が
段
々
.

明H

認
識
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
^

?

だ
か
：ら
國
擧f

儒
敎
の
攻
擊
は
勢
力
を
集
中
す
る

： 

乜
耍
が
な
ゃ
な
む'»
其
の
撤
度
も
お.
§
务
ら
變
ら
.ね

ぼ

な

ら

ぬ

，

董

が

其

や

_
の
所
說
を
妻
じ
な
が
ら
：佛
敎
の.攻
擊
に
ヵ
を
入
，れ
は
じ 

.

め.
た
こ
：
と

：
は

"

或

は

が

う

い

ふ

事

情

も
手
傅a

て
ゐ
る
が4-
知
れ
ぬ-:
0

C

が
し
當
時
：の
怫
敎
は
姐
徠
派
の
儒
敎
と
は
違
づ
て
，
：
：
決
し
て
耷 

%

%
應
€

反
對
し.た

め

：
で
：
烊

無

か

今

た

が

:?
>
:'
:'
'此
の
攻
擊
ほ
眞
淵
や
宣
長
。の
儒
敎.に
對
し
：.て
有
^
て

:徒
：っ
.て
.
嘗

.| :
か
@ '
い

ぃ

乾
1^
•?
:'& :
か
1 :
か
| :
き
1 '
|!
:

| :

が
^
く
、
其
の
態
度
に
ほ
却
っ
て5

の
游
戯
的
傾
，问
が
現
は
れ"て
ゐ
る
。

」(

前
揭
書
、
五
一
九
丨
ニ
〇
頁

)

こ
の
篤
胤
が
佛
敎
を
攻
擊̂
る
，に 

至
.っ
，た

理

出

は

一

っ

の

見

解

で

I

と
思
ふ
。
し
か
し
後
の
篤
胤
の
批
評
は.酷
の
や
う
だ
。
本
文•で
述
べ
•た
や
う
な
言
辭
が
遊
戯
的
と
思
は
.せ 

.拿
う
な
も
？

少
，な<
は
：な
い
が
、
.そ
れ
は
多
く
通
俗.に
說
か
れ
た
窖
に
現
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
又
時
代
が
化
嫠
で
あ
る
こ
と
も
考
傲 

，
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ら
う

。

'

C

璧

七
.

)

平
田一

.派
が
#
地
に
勢
力
を
得
た
が
、
特
に
伊
那
地
方
に
お
ゐ
て
著
し
い
。
同
地
の

■平
田
S

P

い
て
は
*
、.市
村
咸
八
著
.

「

•
伊
那
尊 

庄

思

想

臾

』

が

ぁ

る

.。
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■
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■
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■

次
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爾
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ゃ

砒
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史

的
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.

國
學
：
の
|1
:

#

思
想
史

.

的»

義.. 

.三.
1̂

へ.
s
g
r

〕
■

一

裏

)

篱

の
*

: |
:

霧
_

_

,

#

證
卯
兹_

1

、
。謹

ノ. 
：':r_
v:
張̂
■

着

霧
_

_

'
':»

を
':

^

握
池
;;
1

:«

水̂
:

敗
響
縣
:'
|

^

^

福
：議

激
§

1

^

^

,々

此
：の|1
|

|

に
结,

良
1

^

^

^

言
、
谷
森
観
松
等
办
.

5

3

2<

が
加
は. 

つ.
て
居
た
。'
何
れ
に
ず
る
も
刺
！
^

辜
務
局
の
中
心
勢
カ
を
溝
成
す
る
も
の
は
、
平
田
派
の
學
者
で
あ
つ
た
と
ー

25
:

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い0」

(

你

■

岡

勝

世
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